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※表中の◎は観点の中でより重視するポイントです

※それぞれの評価の観点はＡ、Ｂ、Ｃの三段階で評価します。

学習方法等のアドバイスなど

③知識・理解

古典などに表れた思想や感情を読み取り、人間、社会、自然などについて考察したり、古典特有の表現を味わったりする態度を身

につけている。

学習状況観察

定期考査

評価方法＼観点 備考

伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまりなどの理解を深め、知識を身に付けている。

提出物

評価の観点

2020年度　長野県岡谷東高等学校シラバス

必修・選択 必修

学年 2

コース 健康スポーツ

単位数 2教科 国語 科目 古典Ａ

『高等学校　標準古典Ａ　物語選』（第一学習社）

『新版四訂　カラー版　新国語便覧』（第一学習社）『体系古典文法』（数研出版）

使用教材

○次の3つの観点に基づき、学習内容のまとまりごとに下の評価マトリクスにより評価を行い学年末に５段階の評定に総括します。

①関心・意欲・態度

古典としての古文と漢文、古典に関連する文章を読むことによって、我が国の伝統と文化に対する理解を深め、生涯にわたって古典に親しむ態度を育てる。

①古文、漢文ともに、正確に音読できるようにしましょう。②自分で現代語訳をつけられるようにしましょう。③現代語訳をつけられるよう、古語辞典や文法

書を使いこなせるようにしましょう。④授業で学んだ作品が書かれた時代の背景や文化を理解しましょう。⑤作品を読み、自分で発見したこと、考えたことを

文章にまとめたり発表したりして他者に伝えられるようにしましょう。

古典を読む楽しさを味わい、古典に親しむとともに、伝統的な言語や文化に対する理解を深めようとしている。

②読む能力

作品理解の第一歩は、文章の音読です。暗記できるまで繰り返し音読をしましょう。

自己評価・相互評価



学期

時間数

１学期

22単位時間

２学期

30単位時間

３学期

18単位時間

教材ごとに課題に取り組む。

【学習状況観察】

【課題・提出物】

【定期考査・小テスト】

教材ごとに課題に取り組む。

【学習状況観察】

【課題・提出物】

【定期考査・小テスト】

教材ごとに課題に取り組む。

【学習状況観察】

【課題・提出物】

【定期考査・小テスト】

古文（物語）

漢文（思想）

・長編物語を読んで、話のおもしろさ

を理解する。

・敬語や助詞、助動詞の知識を確認

し、現代語訳にいかす。

・中国の主要な思想である儒家、道

家、法家の主張の概要を理解する。そ

こから、現代に通ずるものの見方、考

え方を知る。

古文（随筆）

漢文（史記・漢詩）

・文章の構成や展開に即して的確に捉

える。

・随筆を読んで作者の思想や感情を読

み取り、人間、社会などについて考察

する。

・基本的な句法を理解し、現代語訳が

できる。

・漢詩のきまりを理解し、表現の美し

さを味わう。

年間学習計画

学習内容 学習のねらい
学習活動

【評価方法】

古文（物語・随筆）

漢文（故事・寓話）

・和歌を含む説話を読み、和歌の特質

を知る。

・話の構成や展開を把握し、登場人物

の行動や心情を読み取る。

・用言や助動詞、助詞について理解

し、現代語訳を試みる。

・漢文に親しみを持ち、訓点に従って

読める。

・故事や寓話にこめられた古代中国人

のものの見方、考え方を味わう。


